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６月定例会

　令和８年６月定例会を６月15日から７月３日までの19日間の会期で
開催しました。
　本定例会では市長から提案された議案40件を審議しました。議案に
ついては、いずれも原案のとおり可決・同意・承認しました。（採決の結
果は4ページに記載）
　上程された議案は、３つの常任委員会と特別委員会に付託され、審査
しました。その内容は次のとおりです。

●地域活性化のための2つの計画を策定
市内全域が指定されている「綾部市過疎

地域持続的発展計画」及び人口密度や公共
交通機関の利便性等により指定された 10 地
域に係る「辺地総合整備計画」の策定につい
て提案されました。

いずれも計画期間は令和 8 年度から令和
12 年度までの 5 年間で、地域活性化のため
に必要な公共施設や道路等の整備・改修計画
を策定するもので、その財源として交付税措

置の有利な過疎対策事業債、辺地対策事業債
を活用できるとの説明がありました。

質疑の中で、「辺地対象から外れた地域は
あるか」との質問に対し、「外れた地域はなく、
新たに白道路が追加指定となった。市内に
は 15 辺地があるが、今回は 5 年間で整備を
予定する 10 地域の計画を策定する」との答
弁がありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。

総務教育建設委員会 地域活性化と安全・安心のまちづくりを

産業厚生環境委員会

●印鑑登録証明書がコンビニなどに設置のマル
チコピー機で交付可能に
「綾部市印鑑条例の一部改正」に伴い、綾

部市に住む外国人登録者の方の利便性向上が
図られました。

現在、綾部市には約 1,000 人の外国人登
録者の方が住まわれています。出入国管理及
び難民認定法等の改正により、在留カードま
たは特別永住者証明書を所持され、希望する
方はマイナンバーカードと一体化した特定在
留カードの交付を申請できるようになりまし
た。

このことにより、綾部市の印鑑登録証明書
を取得される場合に、全国のコンビニエンス
ストア等に設置のマルチコピー機で特定在留
カードを利用して交付を受けることができる
ようになるため、条例を改正するものとの説
明がありました。

質疑の中で、「制度の周知方法は」との質
問に対し、「市のホームページで行う予定で
あり出入国在留管理庁においても周知され
る。」との答弁がありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました。

綾部に住む外国人の方も手続きが便利に

●令和8年度一般会計補正予算（第１号）
34事業の内31事業が新規事業での予算

編成となっており、綾部チャレンジ予算、物

価高騰対策予算、市民生活を支える予算とし
て、5億8,542万3千円が追加されました。

予算決算委員会 多数の新規事業が盛り込まれた補正予算
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●審査の経緯及び調査について
第6次綾部市総合計画後期基本計画と第4

次綾部市男女共同参画計画（改定版）の策定
についての2議案を審査しました。

いずれも令和3年度から令和12年度まで
の10年間の計画のうち、前半5年間が経過
したことにより、後期計画の策定と計画改定
を行うものです。

各計画ともこれまでに、市民、市内事業所
等へのアンケートや意見交換、パブリックコ
メント等により、広く市民等の声を聞くとと
もに、審議会の答申を踏まえて策定されたも
ので、四方新市政の施政方針が反映されてい
ます。

議会では、閉会中に総合計画後期基本計画
について5回、男女共同参画計画について3
回の委員会を開催し調査を行いました。

こうした過程を経て、今定例会に上程され
た議案について7月1日に審査したものです。

●第6次綾部市総合計画後期基本計画
委員間の意見調整では、「綾部市の今後の方

向性を示す未来を見据えた計画であり大いに
評価できる。将来都市像の実現に向けて積極
的にチャレンジし、計画に沿った事業推進を
図られたい。出生数増をはじめとする人口増
を最重点目標とすることは結婚・出産など個
人の自己決定権とプライバシーに関わる領域
であり適切でない」などの意見がありました。

採決の結果、賛成多数で可決となりました。
なお、本会議での採決に際して、井田佳代

子議員から反対、高橋輝議員から賛成の立場
で討論がありました。（4ページに要旨を掲
載）
●第４次綾部市男女共同参画計画（改定版）

特に意見はなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

総合計画等審査特別委員会 第６次綾部市総合計画後期基本計画・第４
次綾部市男女共同参画計画(改定 )を可決

●審査の結果
全員賛成で可決となりました。
委員会審査の意見調整で出された主な意見

は次のとおりです。
＜全般＞
・四方市長の選挙公約に掲げられた8つの綾部

チャレンジについて、当初予算で計上できな
かった公約に係る事業が、今回の6月補正予
算で上程されたことを高く評価する。新たな
取組に積極的にチャレンジし、一人ひとりの
幸せをみんなで紡いで実現できるまち綾部の
実現に向け、市政が着実に前進することを大
いに期待する。

・四方市長の選挙公約であるプロジェクトチー
ムＸを実行するあやべチャレンジ応援補助金
や、高校生の通院医療費用の補助を行う子育
て支援医療費支給事業費など様々な新しい試
みを評価する。綾部の活性化に向けてチャレ
ンジされたい。

・中東情勢の影響は資材費、燃料費などに及ぶ
ことから、電気・ガス支援にとどめず、実態
を把握し、支援対象の拡充をされたい。
＜民生費＞
・清山荘大規模改修事業費を評価する。高齢者が

快適に過ごせる場所として維持・継続されたい。
・障害者地域生活支援拠点等事業費を評価す

る。障害のある人が住み慣れた地域で安心し
て、暮らし続けられることに期待する。

＜衛生費＞
・未来型予防医療・見守り推進研究事業費につ

いて、先端技術による見守りや予防医療の事
業化に際しては、本人の同意、個人情報、尊厳
保障、デジタル格差の配慮を前提にされたい。

・飼い主のいない猫対策事業費について、保護
猫活動に取り組む市民や獣医師などの関係者
と連携するとともに、利用実態を検証し、効
果的な制度運用を図られたい。
＜農林水産業費＞
・新規就農総合支援事業費を評価する。農業後

継者不足の解消に繋がることに期待する。
＜土木費＞
・都市計画基礎調査分析事業費を高く評価する。

本調査・分析を踏まえた都市計画の見直しに
より、必要な規制の適切な見直しが進み、綾
部市の玄関口にふさわしい、魅力と活力のあ
る市街地の形成につながることを期待する。

・都市公園整備事業費を高く評価する。多様な
用途に対応できる多目的広場として整備完了
後には、市民の皆様に親しまれ、幅広く利用さ
れるとともに、末永く愛着を持っていただけ
るよう、施設の特徴や魅力が伝わる分かりや
すく親しみやすい名称となることを期待する。

　　その他、専決処分事項の報告2件について
も審査を行い、採決の結果、全員賛成で承認
となりました。
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人
口
減
少
の
抑
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チ
ャ
レ
ン
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！

本
計
画
で
は
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
チ
ャ
レ

ン
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す
る
た
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、
最
重
点
目
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と
し
て
「
出
生

数
」
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「
人
口
の
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会
動
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さ
れ
て
お
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若
い
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や
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で
子
育
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を
し
た
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思
え
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取
り
組
み
、「
市
民
一
人

ひ
と
り
が
幸
せ
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
住
環
境
を
整
備

し
、
綾
部
市
へ
の
新
た
な
人
の
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れ
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築
し

て
い
く
計
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で
あ
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。

綾
部
市
の
発
展
と
活
力
を
高
め
る
施
策
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
将
来
の
世
代
へ
魅
力
あ
る
綾

部
市
を
引
き
継
い
で
行
く
た
め
に
大
い
に
評
価

で
き
る
。
こ
れ
ら
の
新
た
な
取
組
が
綾
部
の
持

続
可
能
性
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つ
な
が
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と
信
じ
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実
な
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向
け
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ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た

い
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賛成 創政会　高
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　橋
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　　　輝
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出
生
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標
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権
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侵
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計
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産
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育
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け
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図
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あ
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す
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と
し
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あ
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ゆ
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計
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同意した人事案件

令和８年度補正予算
専決処分事項の報告

人事案件

その他の議案

《 全員賛成で可決・同意・承認した議案》

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

印鑑条例の一部改正について

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

市税条例の一部改正について

市立保育園設置及び管理に関する条例の一部改正について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正について

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について

消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

令和８年度一般会計補正予算（第１号）

動産の取得について

動産の取得について

議第35号

議第36号

議第37号

議第38号

議第39号

議第40号

議第41号

議第42号

議第43号

議第44号

件　　　名 結果 件　　　名 結果
議第46号

議第47号

議第48号

議第49号

同第３号

同第4号 同第5号

同第6号～同第24号

報第３号

報第４号

報第５号

第4次男女共同参画計画（改定版）の策定について

過疎地域持続的発展計画の策定について

辺地総合整備計画の策定について

京都地方税機構規約の変更について

公平委員会委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

農業委員会委員の任命について

専決処分事項の報告について（市税条例等の一部改正について）

専決処分事項の報告について（令和７年度一般会計補正予算（第９号））

専決処分事項の報告について
（令和７年度住宅・工業団地事業特別会計補正予算（第５号））

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

同　意

同　意

承　認

承　認

承　認

《賛否が分かれた議案》

○○○×○ー○○

（ 〇＝賛成　×＝反対　―=退席）

議第45号 可 決第６次総合計画後期基本計画の策定について

※議長は採決に加わっていません。
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あ
や
べ

日
本
共
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党

公
明
党

酪
友
会

会派名

議員名
件名・結果

●公平委員会委員の選任
　塩尻　澄雄 さん ( 上八田町) ＝再

●農業委員会委員の任命
　居相　雅代 さん ( 小貝町 ) ＝再
　飯田　政利 さん ( 梅迫町 ) ＝新
　雨林　利治 さん ( 高津町 ) ＝再
　大槻　耕治 さん ( 舘　町 ) ＝再
　大槻　祐紀 さん ( 西坂町 ) ＝再
　鎌部　勉武 さん ( 五津合町) ＝再
　神田　一之 さん ( 七百石町) ＝再

●固定資産評価審査委員会委員の選任
　岡田　久子 さん ( 上野町 ) ＝再
　赤堀　　幸 さん ( 西坂町 ) ＝再

髙橋　加絵 さん ( 高津町 ) ＝再
長尾　作哉 さん ( 睦寄町 ) ＝新
福井　省平 さん ( 睦合町 ) ＝再
福井　泰子 さん ( 位田町 ) ＝再
森下　　勲 さん ( 延　町 ) ＝新

齋井　隆司 さん ( 十倉向町) ＝新
坂根　正司 さん ( 金河内町) ＝再
相根　一夫 さん ( 上杉町 ) ＝新
四方　聖子 さん ( 里　町 ) ＝新
四方　　諭️ さん ( 味方町 ) ＝再
四方　康尚 さん ( 里　町 ) ＝新
白波瀨京子 さん ( 下原町 ) ＝新
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市政を問う

　6月23日から25日までの3日間にわたって16人の議員が市政全般について質問を行いました。
ここでは一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

一 般 質 問

Ｑ　

京
都
府
の
６
月

補
正
予
算
で
京
都

フ
ー
ド
テ
ッ
ク
推
進

事
業
費
約
３
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
農
林

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

の
綾
部
市
へ
の
移
転

が
進
む
中
で
、
こ
の

事
業
は
綾
部
市
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を

持
つ
の
か
。

Ａ　

こ
の
事
業
は
、
農
林
水
産
業
と
食
品
産
業
、

さ
ら
に
は
先
端
技
術
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
新

た
な
産
業
や
付
加
価
値
を
創
出
す
る
取
組
で
あ

る
。
市
と
し
て
は
、
農
業
と
も
の
づ
く
り
産
業
の

双
方
の
強
み
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
事
業
と
し

て
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

Ｑ　

農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
綾
部
市
へ
の
移

転
は
、
研
究
機
関
の
集
積
に
よ
る
人
材
育
成
や

企
業
と
の
連
携
な
ど
、
綾
部
市
の
農
工
業
の
発

展
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
効
果
は
。

Ａ　

研
究
機
関
と
農
業
者
、
企
業
、
ま
た
府
立
農

業
大
学
校
と
の
連
携
が
一
層
進
む
こ
と
で
、
研

究
開
発
機
能
と
人
材
育
成
機
能
が
集
積
し
、
新

た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
が
期
待
さ
れ
る
。
農

工
業
の
連
携
を
強
化
し
、
新
た
な
価
値
創
出
や

地
域
産
業
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
移
転
に
向
け
た

「
農
工
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
」
と
は
。

Ａ　

京
都
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
構
想
の
講
演
や
農
業
の

課
題
共
有
、
企
業
の
技
術
紹
介
、
意
見
交
換
等

を
予
定
。
農
業
・
工
業
・
産
学
官
の
連
携
を
深

め
る
と
共
に
、
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
早

期
移
転
の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

農林水産技術センターを問う創政会　　後
ご

　藤
とう

　　光
ひかる

Ｑ　

身
体
障
害
者
手

帳
の
対
象
と
な
ら
な

い
「
軽
・
中
等
度
難

聴
児
支
援
事
業
」
が

18
歳
で
途
切
れ
て
し

ま
う
現
状
の
中
で
、

大
学
進
学
や
就
職
、

青
年
期
、
壮
年
期
の

自
立
と
社
会
参
加
の
た
め
、
18
歳
以
降
も
継
続

し
て
支
援
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

Ａ　

身
体
障
害
者
手
帳
に
該
当
し
な
い
軽
・
中
等

度
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
全
国
統
一
的
に
実

施
さ
れ
る
べ
き
施
策
と
し
て
、
全
国
市
長
会
を

通
じ
て
国
へ
要
望
し
て
い
る
。

Ｑ　

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
費
補
助
制

度
を
創
設
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

補
聴
器
は
適
切
な
時
期
の
装
用
が
重
要
で
あ

る
と
同
時
に
、
購
入
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

購
入
後
の
調
整
、
訓
練
、
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
近
隣
市
や
先

進
市
町
村
の
事
例
を
調
査
研
究
し
、
体
制
整
備

を
含
め
て
充
分
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ　

補
聴
器
の
補
助
制
度
を
真
に
生
か
す
た
め
に

は
、
早
期
に
聴
力
低
下
に
気
付
き
適
切
な
医
療

に
つ
な
が
る
仕
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。
商

業
施
設
や
市
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ヒ
ア
リ
ン
グ

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
出
張
聞
こ
え
の
チ
ェ
ッ
ク

会
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

市
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
を
含
め
て
、

気
軽
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
機

会
創
設
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

補聴器購入費補助制度の拡充を公明党　　渡
わた

　辺
なべ

　小
さ ゆ り

百合
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Ｑ　

道
路
整
備
や
道

路
維
持
管
理
な
ど
イ

ン
フ
ラ
を
充
実
す
る

こ
と
は
、
ひ
い
て
は

新
た
な
街
を
つ
く
り

事
業
活
動
も
活
発
化

さ
せ
、
経
済
を
発
展

さ
せ
、
何
よ
り
市
民

の
生
活
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
生
活
の
質
を

高
め
、
住
み
よ
い
街
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
の
信
念
を
持
っ
て
、
事
業
推
進
や
提
案
を

繰
り
返
し
て
き
た
。
日
東
精
工
本
社
横
の
市
道

上
延
井
倉
線
と
高
津
旭
線(

広
域
農
道)

と
の
交

差
点
改
良
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。
併
せ
て
、

綾
部
環
状
道
路
の
綾
部
市
の
施
工
部
分
の
市
道

野
田
須
知
山
線
の
国
道
１
７
３
号
方
面
へ
の
今

後
の
整
備
計
画
は
。

Ａ　

当
該
市
道
の
交
差
点
改
良
、
信
号
機
設
置
事

業
は
、
京
都
府
警
察
本
部
と
の
現
地
調
査
や
協

議
等
を
重
ね
る
中
で
、
事
業
化
の
見
通
し
が
示

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度
に
測
量
業
務

と
設
計
、
令
和
６
年
度
に
は
交
差
点
に
係
る
詳

細
協
議
を
行
い
、
令
和
７
年
度
に
は
信
号
機
の

設
置
を
含
め
た
交
差
点
改
良
計
画
が
ま
と
ま
っ

た
。
今
年
度
は
、
交
差
点
改
良
に
伴
う
用
地

買
収
を
行
う
計
画
で
、
地
権
者
の
皆
様
の
御
協

力
が
得
ら
れ
次
第
工
事
に
着
手
を
し
た
い
。
ま

た
市
道
野
田
須
知
山
線
改
良
工
事
は
、
歩
道
の

設
置
を
含
む
道
路
の
拡
幅
工
事
及
び
市
道
上
野

南
町
線
と
の
交
差
点
の
改
良
工
事
を
実
施
し
、

綾
部
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
南
へ
約
１
９
０

メ
ー
ト
ル
の
区
間
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

道路整備・管理で住みよいまちを民政会　　安
あん

　藤
どう

　和
かず

　明
あき

障害者地域生活支援拠点の整備は民政会　　酒
さか

　井
い

　裕
ひろ

　史
ふみ
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、

Ｑ　

地
域
生
活
支
援

拠
点
等
の
整
備
に
つ

い
て
、
今
議
会
で
の

一
般
会
計
補
正
予
算

に
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
１
ヶ
所
で
複
数

の
機
能
を
集
約
す
る

多
機
能
拠
点
整
備

型
と
地
域
に
お
け
る
複
数
の
機
関
が
連
携
し
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
面
的
整
備
型
の
ど

ち
ら
で
整
備
を
す
る
予
定
な
の
か
。
ま
た
、
事

業
の
概
要
は
。

Ａ　

綾
部
市
は
複
数
の
事
業
所
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
を
担
い
、
協
力
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
で
支
え
る
機
能
を
持
つ
面
的
整
備
型
に
よ
る

整
備
を
検
討
し
て
い
る
。
地
域
生
活
支
援
拠
点

は
相
談
、
緊
急
時
の
受
入
れ
対
応
、
体
験
の
機

会
の
場
、
専
門
的
人
材
の
確
保
・
養
成
、
地
域

の
体
制
づ
く
り
の
５
つ
の
機
能
を
備
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
既
存
事
業

所
が
機
能
分
担
、
連
携
す
る
形
で
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

現
在
、
綾
部
市
内
で
短
期
入
所
の
指
定
を
受

け
て
い
る
事
業
所
は
１
ヶ
所
２
床
の
み
で
あ

り
、
緊
急
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
空
床
が
な

い
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の

状
況
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ　

社
会
福
祉
法
人
に
事
業
を
委
託
し
、
新
た
に

居
室
を
確
保
す
る
考
え
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
の

方
法
と
し
て
、
法
人
が
借
り
上
げ
る
一
般
の
ア

パ
ー
ト
を
一
時
的
な
住
居
と
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
整
え
、
緊
急
時
の
受
入
れ
に
備
え
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

綾
部
市
に
は
、

現
在
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

支
援
と
し
て
、
定
住

促
進
事
業
費
補
助
金

等
が
あ
り
、
綾
部
市

に
転
入
後
１
年
未
満

で
あ
る
こ
と
な
ど
の

条
件
が
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
移
住
し
て
来
ら
れ
た
方
は
、
生
活
基

盤
を
整
え
る
た
め
の
各
種
手
続
が
短
期
間
に
集

中
し
、
転
入
後
１
年
以
内
の
期
限
に
申
請
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
移
住
者

の
実
情
を
踏
ま
え
、
申
請
期
間
を
転
入
後
２
年

以
内
と
す
る
な
ど
、
要
件
の
緩
和
が
で
き
な
い

か
。

Ａ　

本
制
度
は
、
京
都
府
の
条
例
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
の
継
続
や
要
件
緩

和
に
つ
い
て
既
に
府
へ
要
望
し
て
お
り
、
今
後

も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
実
情
に
応
じ
た
要

件
緩
和
や
、
柔
軟
な
制
度
設
計
に
つ
い
て
、
府

に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ　

Ｕ
タ
ー
ン
者
に
つ
い
て
も
、
都
市
部
か
ら
綾

部
市
へ
生
活
拠
点
を
移
し
、
人
口
増
加
や
地
域

活
力
の
向
上
に
貢
献
す
る
重
要
な
存
在
で
あ

る
。
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
同
様
に
、
定
住
促
進
事
業

費
補
助
金
を
は
じ
め
と
す
る
支
援
制
度
の
対
象

に
で
き
な
い
か
。

Ａ　

綾
部
市
と
し
て
も
、
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
の
重
要

性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
支
援

策
が
効
果
的
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
今
後
、
京
都
府
の
制
度
創
設
の
動
向
や

現
場
の
意
見
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

UIターン者の支援について問う民政会　　本
ほん

　田
だ

　文
ふみ

　夫
お
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Ｑ　

高
校
生
ま
で
通

院
医
療
費
助
成
を
拡

大
す
る
に
至
っ
た
経

過
は
。

Ａ　

来
年
度
か
ら
府

制
度
の
補
助
対
象
が

中
学
生
通
院
医
療
費

ま
で
拡
充
さ
れ
る
方

針
が
明
ら
か
に
な
り
、
府
補
助
金
の
増
額
が
見

込
ま
れ
る
中
で
、
高
校
生
世
代
の
通
院
機
会
の

増
加
や
保
護
者
の
経
済
的
負
担
に
対
応
す
る
た

め
、
通
院
医
療
費
助
成
を
拡
充
し
、
令
和
８
年

12
月
か
ら
現
物
支
給
を
目
指
す
。

Ｑ　

制
度
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
財
源
確
保

と
、
持
続
可
能
な
運
営
方
法
は
。

Ａ　

今
年
度
は
国
の
交
付
金
や
子
育
て
基
金
を
活

用
、
来
年
度
か
ら
は
府
制
度
の
拡
充
に
よ
る
財

源
も
生
か
し
、
引
き
続
き
国
や
府
へ
財
源
確
保

を
要
望
し
、
安
定
し
た
制
度
運
営
に
努
め
る
。

Ｑ　

人
口
減
少
対
策
や
移
住
・
定
住
促
進
に
、
こ

の
制
度
を
ど
う
位
置
付
け
る
の
か
。

Ａ　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」
の
魅
力
を
高
め
、

移
住
・
定
住
促
進
や
出
生
数
の
増
加
に
つ
な
げ

る
。

Ｑ　

今
後
の
子
育
て
支
援
施
策
を
ど
の
よ
う
に
充

実
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

保
育
料
の
軽
減
や
医
療
費
助
成
の
拡
充
な

ど
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
本
年
６
月
に
「
綾
部
市
こ
ど
も
計

画
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
。
子
ど
も
の
誕
生
前

か
ら
青
年
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を

構
築
し
、
市
民
の
声
を
施
策
に
反
映
さ
せ
な
が

ら
、
各
種
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

高校生医療費拡大について問う創政会　　柳
やなぎ

　原
はら

　秀
ひで

　一
かず
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Ｑ　

近
年
、
金
属
の

価
格
高
騰
に
よ
り
消

火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱

か
ら
筒
先
等
が
盗
ま

れ
る
被
害
が
全
国
で

相
次
ぎ
、
市
内
で
も

西
八
田
地
区
で
確
認

さ
れ
て
い
る
。
初
期

消
火
に
不
可
欠
な
「
命
の
綱
」
を
盗
む
行
為
は
、

小
さ
な
火
災
が
大
火
へ
拡
大
す
る
リ
ス
ク
を
招

き
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
脅
か
す
極
め
て
重
大

な
犯
罪
で
あ
る
。
有
事
の
際
の
利
便
性
や
即
時
性

を
損
な
う
こ
と
な
く
、
大
切
な
消
防
資
機
材
を
守

る
た
め
に
、
市
と
し
て
は
、
盗
難
防
止
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
内
の
被
害

状
況
は
。

Ａ　

市
内
で
は
令
和
８
年
３
月
に
西
八
田
地
区

で
、
さ
ら
に
東
八
田
地
区
、
綾
部
地
区
で
も

筒
先
等
の
盗
難
が
発
生
し
て
い
る
。
消
火
器
具

は
、
火
災
発
生
時
に
速
や
か
に
使
用
で
き
る

よ
う
無
施
錠
が
原
則
で
あ
り
、
施
錠
に
よ
る
管

理
は
困
難
で
あ
る
。
防
止
策
と
し
て
は
、
扉
へ

の
封
印
シ
ー
ル
貼
付
や
警
告
ベ
ル
を
設
置
す
る

事
例
が
あ
る
が
、
何
よ
り
も
自
治
会
や
消
防
団

に
よ
る
定
期
的
な
点
検
や
確
認
が
最
大
の
抑
止

力
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
異
常
や
不
審
者
等

を
発
見
し
た
際
は
、
警
察
へ
通
報
い
た
だ
き
た

い
。
市
と
し
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
注
意
喚

起
や
自
治
会
等
へ
の
情
報
提
供
を
行
い
、
地
域

一
丸
と
な
っ
て
被
害
防
止
に
努
め
て
い
く
。

消火栓ホース格納箱の管理を問う民政会　　渡
わた

　辺
なべ

　正
まさ

　則
のり

学校における性暴力防止の徹底を

Ｑ　

全
国
、
京
都
府

内
で
も
教
職
員
に
よ

る
子
ど
も
へ
の
性
暴

力
等
が
発
生
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
約
半

数
が
自
校
の
児
童
生

徒
に
対
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
ど
も
性
暴

　

力
防
止
法
な
ど
の
法
整
備
に
よ
り
、
学
校
は
も

ち
ろ
ん
子
ど
も
と
関
わ
る
全
て
の
場
に
お
い

て
、
全
て
の
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
学
校
で
の
性

暴
力
等
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
の
た
め
の
対

策
及
び
発
生
時
の
対
応
は
。

Ａ　

令
和
７
年
に
「
教
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒

へ
の
性
暴
力
等
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
」
を
策

定
し
、
総
合
的
に
取
組
を
進
め
て
い
る
。
未
然

防
止
で
は
教
職
員
に
対
す
る
継
続
的
な
研
修
や

子
ど
も
達
へ
の
生
命
の
安
全
教
育
を
実
施
、
早

期
発
見
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
相
談
窓
口
の

周
知
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
万
が
一
、
発
生
し
た

場
合
は
、
子
ど
も
へ
の
負
担
に
十
分
に
配
慮
し

つ
つ
、
二
次
被
害
を
防
止
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
被
害
児
童
生
徒
・
保
護
者
に
対
し
、
保
護
・

支
援
を
組
織
的
に
行
う
。

Ｑ　

部
活
動
の
地
域
展
開
に
お
い
て
も
、
子
ど
も

達
と
指
導
者
の
双
方
を
守
る
た
め
、
性
暴
力
を

防
止
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
明
確
化
、

周
知
等
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

学
校
に
お
け
る
取
組
と
同
様
に
、
防
止
対
策

等
の
徹
底
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
関
係
団
体
と
協
議
を
重
ね
、
安
全
で
持
続

可
能
な
活
動
に
向
け
調
整
を
進
め
た
い
。

みらいのあやべ　中
なか

　島
じま

　祐
ゆう

　子
こ
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Ｑ　

市
内
事
業
者
約

70
軒
を
訪
問
し
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ

た
。
「
包
装
資
材
の

値
上
げ
は
価
格
転
嫁

で
き
な
い
」
「
建
設

資
材
が
手
に
入
ら
ず

工
事
が
止
ま
っ
た
ま

ま
、
固
定
費
や
給
料
の
支
払
い
に
見
通
し
が
立

た
な
い
」
な
ど
、
営
業
継
続
に
関
わ
る
経
営
危

機
を
聞
い
た
が
認
識
は
。

Ａ　

長
引
く
物
価
高
騰
や
人
件
費
の
増
、
ナ
フ
サ

不
足
に
伴
う
資
材
調
達
の
困
難
化
や
価
格
高
騰

の
影
響
を
受
け
て
、
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
企
業
が
あ
る
一
方
で
、
特
定
の
受
注
が
増
加

し
て
い
る
等
、
業
界
や
企
業
の
規
模
等
に
よ
り

様
々
で
あ
る
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
禍
、
長
引
く
物
価
高
騰
に
加
え
、
原

油
高
に
耐
え
て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
借
り
入
れ

は
で
き
な
い
声
が
強
い
。
小
規
模
事
業
者
へ
の

固
定
費
支
援
、
資
金
繰
り
悪
化
や
仕
入
れ
困
難

に
よ
る
休
業
リ
ス
ク
に
対
す
る
市
独
自
の
事
業

支
援
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

燃
料
費
は
国
の
「
緊
急
的
激
変
緩
和
措
置
」

が
あ
り
、
市
で
は
、
資
金
繰
り
の
悪
化
や
仕
入
れ

困
難
、
休
業
リ
ス
ク
に
対
す
る
支
援
策
に
は
、
京

都
府
の
融
資
制
度
に
必
要
と
な
る
信
用
保
証
料

を
支
援
す
る
「
緊
急
金
融
支
援
信
用
保
証
料
補

助
金
」
を
、
本
定
例
会
で
お
願
い
し
て
い
る
。
事

業
者
に
よ
り
支
援
内
容
が
異
な
る
た
め
、
事
業
所

の
活
動
に
向
け
た
研
究
活
動
に
寄
与
す
る
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
Ｘ
」
を
活
用
し
提
案
を
い
た
だ

け
れ
ば
検
討
材
料
に
し
た
い
。

市内小規模事業者を守る施策を日本共産党　井
い

　田
だ

　佳
か よ こ

代子

Ｑ　

農
業
を
国
策
の

み
に
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
地
域
が
積
極

的
に
特
性
を
生
か
し

た
農
業
施
策
を
構
築

し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
綾
部
市
の
農
業
政
策
の
方
向
性
並
び
に
後

継
者
問
題
を
含
め
、
農
業
振
興
に
対
す
る
考
え

は
。

Ａ　

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
、
農
業
を
持
続
可
能
な
産
業
と
し

て
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
の
育
成
・
確
保

に
加
え
、
新
規
就
農
者
の
受
入
れ
や
定
着
支
援
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
綾
部
市
の
強
み
で
あ
る
農

業
と
工
業
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
付
加
価
値
の
創

出
に
も
取
り
組
み
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
農
業
振

興
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　

大
規
模
農
家
の
余
力
が
低
下
し
、
過
去
78
％

あ
っ
た
農
地
の
担
い
手
へ
の
受
入
れ
率
が
直
近

５
年
間
は
20
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
今
後

は
、
大
規
模
農
家
だ
け
で
な
く
、
小
規
模
な
農

家
に
も
寄
り
添
っ
た
農
業
政
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

Ａ　

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
も
進
め
る
一
方
で
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
、
ま
た
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
な
ど
の
制
度
を
活
用
し
な
が

ら
、
共
同
作
業
に
つ
い
て
は
組
織
が
中
心
に
行
う

こ
と
で
、
小
規
模
農
家
を
含
む
多
様
な
農
業
者

が
、
地
域
で
営
農
を
継
続
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今後の農業施策について問う創政会　　渡
わた

　辺
なべ

　弘
こう

　造
ぞう
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Ｑ　

都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
高
津
町
に
お
い
て

宅
地
化
等
に
補
正
予

算
で
調
査
研
究
費
用

が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
そ
の
内
容
は
。

Ａ　

高
津
駅
の
周
辺

約
13　
ha
に
お
い
て
宅
地
化
を
進
め
る
た
め
の
調

査
事
業
で
、
業
務
の
内
容
は
宅
地
化
需
要
の
調

査
、
土
地
利
用
計
画
案
の
作
成
、
事
業
費
の
算

出
、
事
業
主
体
手
法
等
の
検
討
を
行
う
も
の
。

Ｑ　

地
元
の
要
望
と
し
て
、
広
域
農
道
沿
い
18　

ha
の
ほ
場
整
備
の
実
現
と
、
雨
水
に
よ
る
増
水

時
等
の
対
策
は
。

Ａ　

ほ
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の
「
農
地
中
間

管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
」
が
あ
る
の

で
、
ま
ず
は
地
域
で
合
意
形
成
を
図
っ
て
欲
し

い
。
増
水
時
へ
の
対
応
は
、
か
さ
上
げ
等
の
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ　

今
議
会
の
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
て
い
る
市

道
高
津
小
貝
線
整
備
事
業
の
計
画
は
。

Ａ　

高
津
踏
切
は
、
今
年
４
月
に
国
の
事
業
採
択

を
受
け
、
今
年
度
、
道
路
の
詳
細
設
計
を
実
施

す
る
。

Ｑ　

高
津
駅
に
自
転
車
置
き
場
の
屋
根
を
増
や
し

街
路
灯
を
整
備
す
る
な
ど
の
要
望
も
あ
る
が
対

応
は
。

Ａ　

駐
輪
場
や
街
路
灯
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
も

今
後
計
画
的
に
進
め
て
行
き
た
い
が
、
ホ
ー
ム

や
待
合
の
改
修
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
は
費
用

対
効
果
等
の
観
点
か
ら
主
体
的
な
改
修
は
難
し

い
と
聞
い
て
い
る
。

高津駅周辺の開発を問う創政会　　高
たか

　橋
はし

　　　輝
てる

、
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Ｑ　

中
学
校
給
食
の

位
置
づ
け
は
。

Ａ　

心
身
の
発
達
、

食
の
理
解
と
判
断
力

を
養
う
重
要
な
役
割

を
持
つ
。
給
食
時
間

や
教
科
、
家
庭
と
の

連
携
を
通
じ
食
育
を

進
め
て
い
る
。

Ｑ　

保
護
者
負
担
が
残
る
こ
と
へ
の
認
識
は
。

Ａ　

小
学
校
と
同
じ
義
務
教
育
で
あ
り
公
平
な
負

担
軽
減
が
必
要
。
市
は
１
食
１
０
０
円
補
助

し
、
国
へ
早
期
無
償
化
を
要
望
し
て
い
る
。

Ｑ　

中
学
校
給
食
の
無
償
化
に
必
要
な
経
費
は
。

Ａ　

対
象
６
５
５
人
、
約
４
︐９
０
０
万
円
。
保
護

者
負
担
は
年
平
均
約
５
万
４
︐０
０
０
円
で
あ

る
。

Ｑ　

子
育
て
世
帯
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
学
校
給
食
の
無
償
化
が
重
要
で
は
。

Ａ　

子
育
て
世
帯
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、

経
済
的
支
援
だ
け
で
な
く
、
教
育
の
質
の
維

持
、
向
上
な
ど
総
合
的
施
策
で
実
現
す
る
。
無

償
化
は
国
の
責
任
に
お
い
て
制
度
化
さ
れ
る
も

の
と
考
え
る
。

Ｑ　

食
育
基
本
法
は
、
食
育
を
知
育
・
徳
育
・
体

育
の
基
礎
と
の
位
置
づ
け
だ
。
学
校
給
食
無
償

化
は
、
基
礎
的
な
教
育
条
件
整
備
で
は
。

Ａ　

給
食
環
境
の
充
実
と
教
育
の
質
の
維
持
向
上

を
併
せ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｑ　

食
育
は
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
基
礎
と
の
認

識
で
よ
い
か
。

Ａ　

学
校
給
食
は
単
に
食
を
提
供
す
る
も
の
で
は

な
く
、
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
と
豊
か
な
人
間

性
を
育
む
基
礎
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

中学校給食の無償化を問う日本共産党　　塚
つか

　﨑
さき

　泰
たい

　史
し

Ｑ　

こ
れ
ま
で
の
物

価
高
に
ア
メ
リ
カ
・

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

イ
ラ
ン
攻
撃
、
イ
ラ

ン
に
よ
り
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
が
閉
鎖
さ
れ
、

原
油
・
ナ
フ
サ
製
造

に
大
打
撃
の
こ
と
か

ら
市
民
の
暮
ら
し
・
生
業
の
状
況
は
。

Ａ　

市
民
の
暮
ら
し
は
、
物
価
高
騰
に
伴
い
、
生

活
に
必
要
な
商
品
の
価
格
上
昇
が
続
く
中
、
家

計
の
や
り
く
り
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
。
生
業

で
は
、
長
引
く
物
価
高
騰
や
ナ
フ
サ
不
足
に
伴

う
資
材
調
達
の
困
難
化
等
の
影
響
を
受
け
て
い

る
企
業
が
あ
る
一
方
、
受
注
増
の
と
こ
ろ
も

あ
り
、
業
界
や
企
業
の
規
模
に
よ
り
様
々
で
あ

る
。

Ｑ　

物
価
高
騰
対
策
の
一
つ
と
し
て
誰
に
で
も
行

き
渡
る
水
道
基
本
料
金
の
減
免
は
京
都
府
内
で

は
、
舞
鶴
市
な
ど
８
市
町
で
実
施
し
て
い
る
。

事
業
所
や
市
民
の
方
を
訪
問
し
「
ぜ
ひ
、
実

現
し
て
ほ
し
い
」
と
多
く
の
方
か
ら
お
聞
き
し

た
。
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
に
も
な
っ
て
い

る
水
道
基
本
料
金
減
免
は
。

Ａ　

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
、
効
率
的
に
活
用

し
、
真
に
必
要
と
し
て
い
る
生
活
者
や
事
業
者

の
方
々
に
重
点
的
に
支
援
を
行
う
こ
と
が
市

の
方
針
で
あ
る
。
水
道
料
金
の
減
免
が
推
奨
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
る
こ
と
や
他
市
の
実
施
に
つ
い
て

は
承
知
し
て
お
り
、
検
討
対
象
で
は
あ
る
が
、

市
の
実
情
に
応
じ
た
よ
り
効
果
の
高
い
、
物
価

高
騰
対
策
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
た
。

何としても水道基本料金の減免を日本共産党　　吉
よし

　崎
ざき

　篤
あつ

　子
こ
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Ｑ　

改
善
活
動
は

こ
れ
ま
で
当
た
り
前

に
取
り
組
ん
で
い
た

業
務
を
見
つ
め
直
す

機
会
。
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
業
務

を
よ
り
前
向
き
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
と

な
り
、
よ
り
活
気
の
あ
る
職
場
と
な
っ
て
い
く

と
考
え
る
。
近
年
の
改
善
提
案
の
件
数
と
そ
の

内
容
は
。

Ａ　

令
和
５
年
度
が
３
３
４
件
、
令
和
６
年
度
が

３
３
０
件
、
令
和
７
年
度
が
３
０
５
件
。
主
な

内
容
は
、
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
電
子
申

請
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

文
書
校
正
や
資
料
作
成
、
事
務
手
順
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
と
い
っ
た
提
案
が
出
さ
れ
た
。

Ｑ　

Ａ
Ｉ
の
活
用
も
進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
Ｄ
Ｘ
の
推

進
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
急
速
に
Ｄ
Ｘ
化
の
流
れ

が
進
ん
で
お
り
、
行
政
に
関
す
る
情
報
誌
で

も
、
各
自
治
体
で
の
Ｄ
Ｘ
化
の
取
組
が
多
く
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
綾
部
市
で
も
Ｄ
Ｘ
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
現
在
の
庁
内
業
務
の
推
進
状

況
は
。

Ａ　

綾
部
市
で
は
令
和
５
年
度
か
ら
綾
部
市
デ
ジ

タ
ル
戦
略
推
進
本
部
会
議
を
設
置
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
こ
と
で
、
Ｄ
Ｘ

を
推
進
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
ま
た
、

業
務
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
も
全
庁
で
段
階
的

に
進
め
て
い
る
。
今
後
も
市
民
の
皆
様
の
利
便

性
向
上
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
の
有
効
活
用
等
、
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
業
務

効
率
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

庁内ＤＸ化の進捗状況は民政会　　片
かた

　岡
おか

　英
ひで

　晃
あき

、



　総務教育建設委員会では、去る４月27日に教育委員の皆様と教育委員の役割や日頃の活
動、本市教育への思いについて意見交換を行いました。学校現場の状況や子どもたちの成長
を第一に考えた教育の在り方、学校規模の適正化、PTA活動、部活動の地域展開、自校給食
など幅広いテーマについて活発な議論が交わされました。教育委員の皆様の考えや現場で
の取組への理解を深める、大変有意義な意見交換の場となりました。
　産業厚生環境委員会では、去る5月12日に農業委員会の皆様と意見交換を行いました。　
　農業委員の皆様の活動をお聞かせいただくとともに、
高齢化や担い手不足による農地の維持管理などの実態
や農業経営の安定化、生産資材高騰など多岐にわたり
貴重なご意見をいただきました。
　詳細は、綾部市議会ホームページをご覧ください。
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Ｑ　

綾
部
市
の
人
口

は
３
万
人
を
下
回
り

高
齢
者
人
口
そ
の
も

の
も
減
少
傾
向
に
あ

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

加
入
者
数
が
減
少
し

て
い
る
。
現
在
、
11

人
以
上
と
し
て
い
る

単
位
ク
ラ
ブ
の
補
助
対
象
基
準
に
つ
い
て
、
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
対
象
人
数
の
引
下
げ
の

検
討
は
。

Ａ　

会
員
減
少
の
状
況
に
あ
っ
て
も
活
動
意
欲
を

持
ち
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
支

援
に
つ
い
て
、
補
助
対
象
人
数
の
み
な
ら
ず
、
補

助
対
象
基
準
の
在
り
方
も
含
め
、
綾
部
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
及
び
単
位
ク
ラ
ブ
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

支
援
を
継
続
す
る
と
い
う
考
え
方
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
の
実
情
や
活
動
内
容
に
応
じ
て
柔

軟
に
支
援
し
、
自
立
的
な
活
動
や
新
た
な
参
加

の
形
を
後
押
し
す
る
視
点
が
必
要
で
あ
る
。
老

人
ク
ラ
ブ
が
地
域
の
支
え
合
い
の
担
い
手
と
し

て
持
続
す
る
た
め
の
市
の
役
割
、
ま
た
、
そ
の

支
援
の
在
り
方
を
再
構
築
し
て
い
く
考
え
は
。

Ａ　

高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
地
域

で
の
支
え
合
い
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
役
割

を
果
た
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

社
会
情
勢
の
推
移
に
伴
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
き
て
お
り
、
綾
部

市
と
し
て
、
綾
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
及
び

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
提
案
も
い
た
だ
き
な

が
ら
、
時
代
に
合
っ
た
支
援
の
在
り
方
の
再
構

築
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

老人クラブへの支援の再構築は創政会　　梅
うめ

　原
はら

　哲
てつ

　史
し

、

Ｑ　

夜
間
の
タ
ク

シ
ー
運
行
維
持
に

１
︐８
０
０
万
円
余

り
を
計
上
し
て
い
る

が
、
市
民
に
連
絡
先

や
利
用
方
法
が
十
分

浸
透
し
て
い
る
と
は

言
い
難
い
。
利
用
実

績
や
効
果
を
ど
う
把
握
し
、
市
立
病
院
・
駅
・

飲
食
店
等
と
連
携
し
た
周
知
を
進
め
る
考
え

は
。

Ａ　

３
月
21
日
以
降
、
夜
間
運
行
は
１
社
で
、
20

時
か
ら
24
時
ま
で
２
台
か
ら
３
台
を
配
車
。
３

月
末
ま
で
の
実
績
は
、
最
も
利
用
の
多
い
土
曜

日
は
34
件
、
最
も
利
用
の
少
な
い
日
曜
日
は
５

件
で
、
未
対
応
件
数
を
含
め
れ
ば
需
要
は
さ
ら

に
あ
る
。
周
知
は
事
業
者
と
連
携
し
つ
つ
、
方

法
を
検
討
す
る
。

Ｑ　

交
通
空
白
地
有
償
運
送
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

補
助
は
、
立
ち
上
げ
支
援
だ
け
で
な
く
、
運
転

手
や
個
人
事
業
主
が
継
続
で
き
る
収
益
性
が
重

要
で
あ
る
。
介
護
タ
ク
シ
ー
等
も
含
め
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
担
い
手
を
支
援
し
、

市
民
生
活
を
支
え
る
移
動
手
段
と
し
て
、
昼
夜

を
問
わ
ず
必
要
な
時
に
安
心
し
て
移
動
で
き
る

仕
組
み
へ
再
構
築
す
る
考
え
は
。

Ａ　

個
人
タ
ク
シ
ー
の
新
規
開
業
は
、
国
の
許
可

や
総
量
規
制
、
二
種
免
許
・
運
転
経
験
な
ど
の

条
件
が
あ
り
、
制
度
上
難
し
い
現
状
で
あ
る
。

一
方
、
介
護
タ
ク
シ
ー
は
昼
夜
を
問
わ
ず
対
応

で
き
る
貴
重
な
事
業
者
で
あ
り
、
需
要
も
多

い
。
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
夜
間
移
送
も
含
め

新
た
な
連
携
を
模
索
し
た
い
。

使える交通へ。再構築を問う民政会　　藤
ふじ

　岡
おか

　康
こう

　治
じ
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綾部市議会が取り組んでいる議会改革の一環として、議長交際費を市民に積極的に公開しています。
ここでは令和７年４月から令和８年３月までの支出について報告します。
また、ホームページにおいても公開しています。

政務活動費は、地方自治法第１００条第14項及び第16項の規定に基づき、「綾部市議会政務活動費の交付に関する条
例」を定めて、市議会議員の調査研究に必要な経費の一部として交付されます。会派に対し、月額１万５千円／人。　
なお、詳細については、市議会ホームページ、情報公開コーナー（市役所東庁舎１階）で公開しています。

令和７年度（4月～３月）政務活動費の収支内容をお知らせします。令和７年度（4月～３月）政務活動費の収支内容をお知らせします。令和７年度（4月～３月）政務活動費の収支内容をお知らせします。

（単位：円）

民　政　会

創　政　会

日本共産党

公　明　党

み ら い の
あ　や　べ

酪　友　会

1,065,000

1,080,000

540,000

180,000

180,000

180,000

866,487 

738,708 

532,695 

176,636 

165,363 

23,439 

866,000 

737,000 

531,000 

175,000 

164,000 

22,000 

交付上限額 支出総額 交付決定額政　務　活　動　概　要会　　派
会派視察（鹿児島県錦江町、県庁）、研修参加（水源の里シン
ポジウム他）、タブレット通信費、書籍購入、コピー代他
会派視察（三重県鳥羽市）、研修参加（水源の里シンポジウ
ム他）、会報発行、タブレット通信費、コピー代他
会派視察（長野県松川町、福島県大熊町）、研修参加（自治
体財政、政策議論等）、タブレット通信費、コピー代他
研修参加（水源の里シンポジウム、地方議員研究会他）、
書籍購入、タブレット通信費、コピー代他
研修参加（水源の里シンポジウム、市町村財政分析基礎講座、
地方議員研究会他）、書籍購入、タブレット通信費、コピー代

タブレット通信費、コピー代

令和７年度議長交際費の支出内容をお知らせします。令和７年度議長交際費の支出内容をお知らせします。令和７年度議長交際費の支出内容をお知らせします。

※支出総額と交付決定額の差額は会派で支払われています。

（単位：円）

15,000

7,000

22,000

御祝
弔費
会費
その他
月計

168,000
35,250
76,100

279,350

合 計件
数

件
数

件
数

件
数

件
数

件
数

件
数

件
数

件
数

件
数

件
数

件
数

3

1

4

10,000

10,000

2

2

45,000

45,000

6

6

20,000

20,000

3

3

8,000
5,000

13,000

1
1

2 00

5,000

23,000

28,000

1

3

4

15,000
11,000
8,000

34,000

2
1
1

4

5,000
8,250
8,100

21,350

1
1
2

4

30,000

18,000

48,000

6

2

8

15,000

12,000

27,000

3

2

5

11,000

11,000

1

1

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

　第102回全国市議会議長会定期総会において、井田佳代子議員が
議員在職15年の表彰を受けられました。

議員の表彰

令和８年９月定例会の日程予定
９月定例会は、９月24日から10月28日までの35日間の会期で予定しています。

９月24日（木）　本会議（議長・副議長・監査委員等の選任）

　　25日（金）　本会議（議案上程）

10月２日（金）　請願受理締切り（正午）

　　 ５日（月）～７日（水）　一般質問

　　 ８日（木）　総務教育建設委員会

　　 ９日（金）　産業厚生環境委員会

10月13日（火）　予算決算委員会（総括質疑）

　　 14日（水）　予算決算委員会（予算審査）

　　 16日（金）　本会議（採決）

　　 19日（月）～26日（月）

　　　　　　　 予算決算委員会（決算審査）

　　 28日（水）  本会議（採決）



第６回のボランティア団体は、わくわく親子劇場さん。スタッフのみなさんにお話を伺
いました。

取材を終えて
取材当日、私も乳幼児親子と一緒に手遊びや歌を交えた絵本の
読み聞かせを楽しみました。「『本は楽しい』という原体験を子ども
に届けたい」「親が孤立せず安心できる居場所をつくりたい」と話
されたことが印象的でした。スタッフの方々自身の子育ての体験
や苦労から、「親子を支えたい」という思いが伝わってきました。新
図書館に解放感のある畳のフロアができたことで、乳幼児親子が
参加しやすくなったこともお聞きしました。わくわく親子劇場の取
組は、市民と図書館が２０年以上に渡り積み上げてきた本市の子
育て文化であり、行政がしっかり支え、次世代に継承していくこと
が大切ではないかと感じました。

◆楽しかったこと（うれしかったこと）
　親子で楽しんでもらえる時間を作ることができ、みんなの
笑顔が見られることがうれしいです。また、メンバー同士で集
まって練習するのも、交流となり楽しい時間です。
◆苦労したこと
　対象が０歳からなので、選ぶ絵本や飽きさせず楽しんでも
らえる内容に工夫が必要なので、プログラムを考えるのに苦
心します。

活動の中で楽しかったこと・苦労したこと

　「子育てに絵本を」をスローガンに、絵本を通して親子のコ
ミュニケーションを取ってもらえるように、絵本の楽しさなどを
提供している読み聞かせ団体です。

どんな団体ですか？

　親子でプロの舞台を観て感性を育てようという「親子劇場
（子どもの数が減って閉会）」の運営委員をやっていた有志で
ボランティアグループを作って活動を始めました。綾部市図書
館での活動は２００２年から開始しました。

活動を始められたきっかけは？

　毎月１回（第１水曜日）、綾部市図書館で「ちいさなちいさな
子どものためのおはなし会」を開催しています。
　ご依頼があれば出前のお話し会も行っています。

日ごろの活動内容は？ 　図書館が新しくなり、スタッフ一同でいろいろな取組を考え
て楽しめることが次々とあります。私たちも行事に協力して、
人形劇や読み聞かせなどをやっていますので、たくさんの参
加をお待ちしています。

最後にひと言（今後の展望、市民にひと言、市へひと言など）

あやべの 宝宝
～子育て支

援の現場か
ら～

わくわく親
子劇場

わくわく親
子劇場
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今回の議会だよりでは、綾部市教育委員並びに綾部市農業委員の皆様との「市民と議会のつ
どい」の様子を掲載しました。ご多忙の中ご参加いただき、貴重なご意見やご提案をお寄せい
ただきましたことに、心より感謝申し上げます。いただいたご意見を真摯に受け止め、議会で

の議論をさらに深め、市民の皆様の声を市政へ反映できるよう努めてまいります。
また、今号をもちまして、第19期後期広報広聴委員会が編集を担当する議会だよりは
最後となります。この間、多くの皆様にご愛読いただき、温かいご意見やご協力を賜りま
したことに厚く御礼申し上げます。9月からは新たな広報広聴委員会が編集を担当しま
す。今後も、市民の皆様に分かりやすく親しまれる議会だよりの発行に努めてまいります
ので、引き続きご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

編集／広報広聴委員会
◎本田文夫　○塚﨑泰史　後藤光　渡辺小百合　酒井裕史　中島祐子　片岡英晃　高橋輝　（◎委員長　○副委員長）

編 集 後 記
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